
１．回答の状況

振興局 配布数 回答数 回収率(%)
県北 146 64 43.8
県中 177 88 49.7
県南 107 52 48.6
会津 84 34 40.5
南会津 13 7 53.8
相双 49 31 63.3
いわき 112 59 52.7
計 688 335 48.7

２．回答の内容
〔設問１〕

335

実施済み
実施検討

中
実施を検討
していない

未回答 計

133 58 139 5 335
(39.7%) (17.3%) (41.5%) (1.5%) (100.0%)

114 81 136 4 335
(34.0%) (24.2%) (40.6%) (1.2%) (100.0%)

61 18 245 11 335
(18.2%) (5.4%) (73.1%) (3.3%) (100.0%)

118 20 187 10 335
(35.2%) (6.0%) (55.8%) (3.0%) (100.0%)

30 34 260 11 335
(9.0%) (10.1%) (77.6%) (3.3%) (100.0%)

38 34 255 8 335
(11.3%) (10.1%) (76.1%) (2.4%) (100.0%)

34 16 275 10 335
(10.1%) (4.8%) (82.1%) (3.0%) (100.0%)

189 36 103 7 335

(56.4%) (10.7%) (30.7%) (2.1%) (100.0%)

44 23 259 9 335

(13.1%) (6.9%) (77.3%) (2.7%) (100.0%)

63 19 242 11 335
(18.8%) (5.7%) (72.2%) (3.3%) (100.0%)

46 15 265 9 335
(13.7%) (4.5%) (79.1%) (2.7%) (100.0%)

157 27 143 8 335

(46.9%) (8.1%) (42.7%) (2.4%) (100.0%)

38 16 272 9 335
(11.3%) (4.8%) (81.2%) (2.7%) (100.0%)

123 32 169 11 335

(36.7%) (9.6%) (50.4%) (3.3%) (100.0%)

242 12 74 7 335
(72.2%) (3.6%) (22.1%) (2.1%) (100.0%)

12 323 335
(3.6%) (0.0%) (0.0%) (96.4%) (100.0%)

（その他記述）
・郡山市と防災協定締結
・ISO14001取得
・町産業祭へ参加しサンプル配布
・自主的な工場前歩道の清掃(2回/年）
・紛争鉱物由来物質の不使用
・JQA EM3558取得

14　化学物質情報（種類、排出量等）の
開示

15　敷地内または敷地周辺の自主的な環
境測定

16　その他

11　小・中学生等を対象とした実験等の
催し、出前講座等

12　環境報告書の作成(本社での作成、
親会社での作成、自事業所での作成のい
ずれでもよい)

13　広報誌等の作成、配布

２　勉強会、研修会の開催

３　夏祭り、子供祭り等の祭事の実施

４　工場見学会の実施

５　地域と連携した防災訓練の実施

６　地域への説明会の実施

７　地域の方々への個別訪問

○リスクコミュニケーションの実施状況に関するアンケート調査結果（平成26年12月実施）

Ｑ１　貴事業所でのリスクコミュニケーションの推進等地域との信頼関係の構築、地域への貢献等に関して、
実施状況についてお答えください。
回答事業者数

（下段は割合を示す。）

１　社内におけるリスクコミュニケー
ションに関する担当部門の設置

８　地域の清掃活動、環境保全活動への
参加

９　自治会の集会に出席し、事業所の操
業状況、環境対策等についての説明(会
の設営、主催は地域の方々)

10　地域の方々との懇談会、懇親会等
(会の設営、主催は地域の方々)



291

（その他記述）
・ISO14001に則した活動
・社員の健康管理のため
・従業員のため

100

（その他記述）
・周囲の民家と離れているため ・取扱い量が少量のため
・ISO14001必要に応じ対応としている ・グループ内(親会社)で環境及び化学物質等の管理を対応しているため
・具体的な実施方法を模索中
・リスク物質が無いため
・化学物質を使用していないため

５　必要性が感じられないため 37 37.0%

６　その他 9 9.0%

３　地域とのつながりがないため 19 19.0%

４　リスクコミュニケーションを実施する知
識、スキルがないため

40 40.0%

１　コストがかかるため 21 21.0%

２　人手がないため 48 48.0%

９　その他 6 2.1%

Ｑ３　リスクコミュニケーション等への取組を実施しない理由は何ですか。（複数回答可）

回答事業者数

選択事業者数
回答事業者数に対する

割合（％）

７　行政から指示がたったため 26 8.9%

８　本社、関連会社等の方針 108 37.1%

５　過去に住民等とのトラブルまたは事故
があり、その対応のため

7 2.4%

６　環境保全、リスク管理等の社員教育の
ため

107 36.8%

３　住民等からの要請があったため 7 2.4%

４　住民等と良好な関係を築くため 111 38.1%

１　企業としての社会的責任のため 254 87.3%

２　企業イメージを向上させるため 88 30.2%

Ｑ２　リスクコミュニケーション等への取組を実施する理由は何ですか。（複数回答可）

回答事業者数

選択事業者数
回答事業者数に対する

割合（％）



24

・福島市で主催している環境活動の情報が知りたい
・リスコミを低コストで実施する、ＣＳＲに参加しやすくなる方法
・リスクコミュニケーションの具体的な事例
・MSDSのフォーマットを統一・容器の容量を㎏、gに統一してほしい(比重の関係ではあるがℓになってしまっている
ため管理する上での手間が発生している）
・法律改正時の内容説明
・化学物質排出の抑制改善対策事例等について、開示できる企業があれば公開してほしい
・ＢＣＰ関連について
・リスクコミュニケーションの実例
・専門知識や実例等
・環境活動、ＣＳＲ等に社員が興味を持ってもらう方法についてセミナーがあれば教えてほしい。また、太陽光等の
補助事例もあれば教えてほしい
・化学物質のリスクコミュニケーション等のセミナーの開催
・法令に関する事項
・化学物質のリスクアセスメントについて
・同業者の実施内容を紹介してほしい
・各社の環境活動
・化学物質管理全般
・他社における取組み事例紹介
・新しい規制物質　リスクコミュニケーションの実例
・ＣＳＲと社会貢献活動の具体的な取組みについて
・リスコミとは何なのか、大切さなど知らない方が多いので訪問していただき講習会などをやってほしい

316

288

（その他記述）
・わからないところに対して即回答してもらえる部署があると助かります
・必要に応じて活用したい
・何かあれば親会社の指示に従う
・内容を理解したうえで必要性があれば活用したい
・業務の量分散化しているため検討中
・検討します　無料ですか
・社内機関あり
・本社に専門部署があるため現段階として依頼は考えていない
・工場内で年度計画表を策定し定期的に教育している
・特に必要ないが、将来アドバイスを頂くことがあるかもしれない
・化学物質を用いていないため専門知識は必要としていない
・興味はあるがコスト面で検討したい
・必要なときは親会社に依頼する
・よくわからない

２　ない 213 74.0%

100.0%

選択事業者数 割合（％）

１　ある 75 26.0%

３　組織に所属していない 140 44.3%

計　100%

Ｑ６　県では、環境省の「化学物質アドバイザー派遣事業」を推進しています。この事業について興味がする
専ありますか。
回答事業者数

１　勉強会を行っている 61 19.3%

２　勉強会は行っていないが、組織には所
属している

115 36.4%

Ｑ４　リスクコミュニケーション、化学物質排出、環境活動、ＣＳＲ等について、興味があること、知りたい
こと、セミナー等でテーマにしてほしいことがありましたら、記入して下さい。
回答事業者数

Ｑ５　近隣の事業所や工業団地内、業界団体等で勉強会、研修会、総会などを行っていますか。
回答事業者数

選択事業者数 割合（％）



39.7% 

17.3% 

41.5% 

1.5% 

１ 社内におけるリスクコミュニケーションに 

関する担当部門の設置 

実施済み 実施検討中 実施を検討していない 未回答 

18.2% 
5.4% 

73.1% 

3.3% 

３ 夏祭り、子供祭り等の祭事の実施 

実施済み 実施検討中 実施を検討していない 未回答 

35.2% 

6.0% 

55.8% 

3.0% 

４ 工場見学会の実施 

実施済み 実施検討中 実施を検討していない 未回答 

9.0% 

10.1% 

77.6% 

3.3% 

５ 地域と連携した防災訓練の実施 

実施済み 実施検討中 実施を検討していない 未回答 

11.3% 

10.1% 

76.1% 

2.4% 

６ 地域への説明会の実施 

実施済み 実施検討中 

10.1% 
4.8% 

82.1% 

3.0% 

７ 地域の方々への個別訪問 

実施済み 実施検討中 実施を検討していない 未回答 

56.4% 

10.7% 

30.7% 

2.1% 

８ 地域の清掃活動、環境保全活動への参加 

実施済み 実施検討中 

13.1% 

6.9% 

77.3% 

2.7% 

９ 自治会の集会に出席し、事業所の操業状況、環

境対策等についての説明 

実施済み 実施検討中 実施を検討していない 未回答 

18.8% 

5.7% 

72.2% 

3.3% 

10 地域の方々との懇談会、懇親会等 

実施済み 実施検討中 

34.0% 

24.2% 

40.6% 

1.2% 

２ 勉強会、研修会の開催 

実施済み 実施検討中 



13.7% 4.5% 

79.1% 

2.7% 

11 小・中学生等を対象とした実験等の催し、 

出前講座等 

実施済み 実施検討中 実施を検討していない 未回答 

46.9% 

8.1% 

42.7% 

2.4% 

12 環境報告書の作成 

実施済み 実施検討中 

11.3% 

4.8% 

81.2% 

2.7% 

13 広報誌等の作成、配布 

実施済み 実施検討中 実施を検討していない 未回答 

36.7% 

9.6% 

50.4% 

3.3% 

14 化学物質情報（種類、排出量等）の開示 

実施済み 実施検討中 

72.2% 
3.6% 

22.1% 

2.1% 

15 敷地内または敷地周辺の自主的な環境測定 

実施済み 実施検討中 実施を検討していない 未回答 



0 50 100 150 200 250 300

１ 企業としての社会的責任のため 

２ 企業イメージを向上させるため 

３ 住民等からの要請があったため 

４ 住民等と良好な関係を築くため 

５ 過去に住民等とのトラブルまたは事故があり、その対応… 

６ 環境保全、リスク管理等の社員教育のため 

７ 行政から指示がたったため 

８ 本社、関連会社等の方針 

９ その他 

Q2 リスクコミュニケーション等 取組みを実施する理由 

選択事業者数 

0 10 20 30 40 50

１ コストがかかるため 

２ 人手がないため 

３ 地域とのつながりがないため 

４ リスクコミュニケーションを実施する知識、スキルがない… 

５ 必要性が感じられないため 

６ その他 

Q3 リスクコミュニケーション等取組みを実施しない理由 

選択事業者数 

19.3% 

36.4% 

44.3% 

Q5 勉強会、研修会、総会などをおこなっていますか。 

１ 勉強会を行っている 

２ 勉強会は行っていないが、組織には所属している 

３ 組織に所属していない 

26.0% 

74.0% 

Q6 化学物質アドバイザーに興味が 

１ ある ２ ない 


